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陸奥国陸奥国陸奥国陸奥国からのからのからのからの昆布昆布昆布昆布のののの荷札荷札荷札荷札
２２２２(ＳＤ四九五一出土。『平城宮木簡』―、以下、宮―と略す)
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長さ三一九㎜・幅二五㎜・厚さ六㎜〇三一型式

陸奥国名取郡（今の宮城県名取市）から、贄（天皇用の食材）

むつなとり

にえ

を送った際の荷札。腐食が非常に進んでおり、墨痕は極めて薄い。

近年、赤外線観察装置の発達や、類例の増加により、陸奥国名取

郡からの荷札であることが判明した。再調査の重要性を痛感させ

る事例。品目で、読めている文字は「布」のみである。「贄」という税

目からしても食品であることは確実である。食品で「布」字がつ

くものとして有力な候補となるのは「昆布」であり、「布」字の

上のわずかに残る墨痕も「昆」と考えて矛盾はない。昆布は本州

北部以北に分布しており、陸奥国からの貢納品にふさわしい。た

だし、名取郡が昆布の産地であった可能性よりも、交易を通じて

入手したものと考えた方が妥当であろう。

平城京の政府は、フロンティアに属する東北地方の物産も十分

把握し、天皇の食料として絶品の昆布を取り寄せていたのである。

天平元年は七二九年。
女官女官女官女官がががが命令命令命令命令をををを伝伝伝伝えたことをえたことをえたことをえたことを記記記記すすすす木簡木簡木簡木簡２２２２＊＊＊＊（＊（＊（＊（＊は重要文化財））））
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(ＳＫ八二〇出土。宮１―)84
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〇九一型式

某命婦が伝達した命令であることを書き記した木簡の削屑。何

みようぶらかの物品の進上を命じている。命婦は、本人が五位以上（もし

くは夫が五位以上）の身分の高い高級女官。命婦の宣であること

は、それが天皇の命令であることを暗示する。

女官達が、口頭で命令を伝達し、それが文字に書き留められて、

巨大な律令官司機構が動き始める。その、いわばスイッチを押し

た瞬間の証拠が、この小さな削屑である。
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旦風旦風旦風旦風でのでのでのでの仏事仏事仏事仏事にににに伴伴伴伴うううう三項目三項目三項目三項目のののの長屋王長屋王長屋王長屋王のののの命令命令命令命令をををを伝伝伝伝えるえるえるえる木簡木簡木簡木簡

10101010(ＳＤ四七五〇出土。『平城宮発掘調査出土木簡概報』、頁上段。217
以下、城―上と略す)217
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長さ三六九㎜・幅三三㎜・厚さ四㎜〇一一型式

長屋王家木簡の一つ。奈良時代の貴族たちは家の運営のために

ながやおうけ多くの人々を抱え、家政機関と呼ばれる組織を編成していたが、

かせいきかん
長屋王は自身のものと父・高市皇子から継承したものと、二つの

たけちのみこ

家政機関を持っていた。「移」は上下関係にない役所の間で用い

い
る文書形式で、この木簡も二つの家政機関の間で取り交わされた

ものであろう。立薦（筵をつなぎ合わせて屏風のようにしたも

たつごもむしろ
の）を進上すること、「悔過布施文」を進上すること、大炊司（家

けかふせもん
おおいのつかさ

政機関のなかで炊事を担当するセクション）の女性一人を「斉会」

(斎会）のために手配すること、の三項目を指示している。

さいえ面白いのは、「而」の用法。この木簡では「依りて」の「て」

として「而」が用いられており、長屋王家木簡ではしばしば見ら

れる用法である。しかし、漢文では「而」は接続詞「そして」（ま

たは「しかし」）の意味で使われることが多い。一方で「而」の

音は「ジ」「ニ」であり、音声をそのまま文字に置き換えた万葉

仮名とも異なる。「而」には前後の文章・単語を《つなぐ》意味

があるという漢文の知識を活かしつつ、日本語を書き表すために

アレンジを加えた用法、と言えるかもしれない。その一方で、「依」

の字の使い方は中国語風であり、二つの要素が入り交じっている

様子も見て取れる。
なお、悔過は自らの罪を悔い改めることを吉祥天などに誓う

けか

きっしょうてん
仏事。斎会は僧尼に斎食（食事）を供える仏事であるが、広く宗

さいじき
教儀式という意味で用いられることもある。一つの木簡に記され

ることから、ここでの両者は同じ仏事を指している可能性が高い。

布施は僧侶に施す金銭・物品のこと。したがって、「悔過布施文」

ふせほどこ
は悔過でさまざまな役を務める僧たちへの布施に関する文書（例

えば支給品の目録など）を意味するのであろう。「旦風」（「朝風」
あさかぜ

とも書く）は飛鳥地方南部の地名。長屋王や竹野女王（長屋王の
たかの

妹か）とゆかりが深く、山林寺院も存在したと考えられており、

さんりんじいん

仏事の開催地と想定するのにふさわしい。「今急進」（今、急ぎ進たてまつ

れ）という文面からは、準備に追われて忙しく走り回る役人たち

の姿が目に浮かぶ。
宮内宮内宮内宮内のののの夜回夜回夜回夜回りのりのりのりの記録記録記録記録＊＊＊＊
（ＳＫ八二〇出土。城―下）
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日本語日本語日本語日本語のののの語順語順語順語順がみえるがみえるがみえるがみえる木簡木簡木簡木簡（ＳＤ四九五一出土。宮３―）
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長さ二〇七㎜・幅(二一)㎜・厚さ二㎜〇三一型式

は、上下関係にない役所の間で使われる「移」という形式の
い

11111111文書木簡。担当者である楢原造総麻呂の官職「少志」は、衛門府

ならはらのみやつこふさまろしょうさかんえもんふ

・兵衛府・衛士府といった衛府（軍隊）の第四等官。したがって、

ひょうえふえじふえふ
発給主体はそれらのいずれかである。「行夜」は夜回りのこと。

夜警を務める財椋人安万呂の身分証としての機能を担っていた

たからのくらひとのやすまろ
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と考えられる。は、削り取られている文字も多く、内容はよくわからない。

12121212表裏で筆跡が異なり、また表だけでも二人の人物によって書かれ

ている可能性がある。
二つの木簡を見比べると、「状を注す」（文書に書く）という

じょうしる

同じ表現が使われているのに、漢字の並びはそれぞれ「注状」｢状

注」とさかさまになっていることに気づく。が中国語の語順に
11111111

基づく正規の漢文であるのに対し、は日本語の語順のままに文
12121212

章を書き記しているためである。日本語のコトバを中国語の文字

で書き表すのは難しいが、だからこそさまざまな表現方法が生ま

れたのであろう。
文書文書文書文書でよくでよくでよくでよく使使使使うううう文言文言文言文言のののの習書木簡習書木簡習書木簡習書木簡（ＳＤ三二九七出土。宮―）
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長さ九八㎜・幅四八㎜・厚さ三㎜〇二一型式

習書木簡。文字一つひとつではなく、よく使う文言をフレーズ

単位で書いている点に特徴がある。
表裏両面の「宜知此状」は、文書で使う文言。「宜知二此状一…」(宜よろ

しく此の状を知り…）と読み、「よくよく事情を察して…」とい

こじょうし
うほどのニュアンス。正倉院文書でもしばしばお目にかかるが、

しょうそういんもんじょ

「宜察二此趣一」「宜承二知旨一」といったバリエーションもある。

裏面の「趣」｢旨」などの文字も、類似の文言から連想して書い

たものであろう。

「「「「官官官官」」」」「「「「宮宮宮宮」」」」などなどなどなど似似似似たたたた文字文字文字文字をををを記記記記すすすす習書木簡習書木簡習書木簡習書木簡
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（ＳＤ五〇五〇出土。宮―）33122
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大
式長さ二二九㎜・幅二四㎜・厚さ二㎜〇六一型式

檜扇の骨に習書した木簡。「官」「宮」といった、字形がよく似

ひおうぎた文字を練習しているようにみえる。

しかし、つづく「中大式民治」に目を向けると、別の可能性も

浮上する。「官宮」とあわせて、これらは太政官（または神祇官）
だいじようかんじんぎかん

の「官」、および宮内・中務・大蔵・式部・民部・治部各省の頭

くないなかつかさおおくらしきぶみんぶじぶ

の一文字を書き連ねている、とも考えられるのである。あるいは

｢官」「宮」と書いたところで、役所の名前に連想が広がったので

あろうか。「中件件件件件件」「謹謹有有者者有」「・・・省」と

書かれた同じ檜扇の骨とみられる木簡も出土しており、一連の習

書とみられる。「省」の字があるのが参考になる。

鯵鯵鯵鯵をををを万葉仮名万葉仮名万葉仮名万葉仮名でででで記記記記したしたしたした摂津国摂津国摂津国摂津国のののの荷札荷札荷札荷札

24242424

（ＳＤ四七五〇出土。城―下）2129
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長さ二一九㎜・幅二一㎜・厚さ六㎜〇三一型式

摂津国住吉郡（今の大阪市住吉区付近）より贄として進上され

せっつすみよし

にえ

た「塩染阿遅」（塩漬けのアジ）の荷札。割書から、合計二二〇

あぢ
わりがき

尾のうち「大阿遅」が二〇尾、「小阿遅」が二〇〇尾であったこ

とがわかる。アジをサイズで区別しているのは面白いが、数量か

らしても、やはり大きな方が高級品だったのだろう。

アジの表記に注目すると、この木簡では三ヵ所すべてで万葉仮

名｢阿遅」が使われている。一方で「鯵」と記される木簡もあり(参

考展示「鯵」と書いてある木簡（城―上））、「鯵」という
3210

漢字が知られていなかった訳ではない。漢字で日本語を書き表す
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ための工夫の一端がうかがえる。
ちなみに、この木簡を頭から読み下すと「住吉郡が交易して進たてまつ

る贄の「塩染阿遅」二百廿口の中、「大阿遅」が廿口、「小阿遅」

にじゅうくうち

が二百口」となり、日本語の語順のままに漢字が並べられる例と

もなる（～も参照）。
1010101012121212

鰯鰯鰯鰯をををを万葉仮名万葉仮名万葉仮名万葉仮名でででで記記記記したしたしたした若狭国若狭国若狭国若狭国のののの荷札荷札荷札荷札（ＳＤ三〇三五出土。宮―）
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燭
五
升長さ七八㎜・幅一四㎜・厚さ三㎜〇二一型式

若狭国遠敷郡青郷（今の福井県高浜町の一部）より御贄として

わかさおにゅうあお

みにえ

進上された「伊和志」(イワシ)の「燭」(干物)の荷札。若狭国

いわし
きたい

は、全国の中でもとりわけ多くの贄を貢納する地域の一つだった。
こうのう

のアジと同じく、ここでもイワシが「伊和志」と万葉仮名で

24242424書き記されている。「鰯」と表記する木簡が別にあることも、24242424

の場合と同様である（参考展示「鰯」と書いてある木簡（宮―））。33535

万葉仮名万葉仮名万葉仮名万葉仮名でででで「「「「タカヤマノタカヤマノタカヤマノタカヤマノ」」」」とととと記記記記したしたしたした木簡木簡木簡木簡＊＊＊＊

29292929

（ＳＫ八二〇出土。宮―）1551
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長さ(一二九)㎜・幅二九㎜・厚さ七㎜〇八一型式

習書が全面にわたる中に万葉仮名の文言がみえる木簡。「多可

夜万・〔乃ヵ〕」とあり、「タカヤマノ（高山の）」と読める。「乃」

字のように、日本語の助詞までも書き表すことができるのが、万

葉仮名で書く一番のメリットといえる。五文字であるので、歌の

一部である可能性もある。他に「為」の文字などの練習をしてい
るが、裏面の木の割れた部分や側面にまで習書しており、材を余

すところなく利用したあとがうかがえる。表面上部には鳥の絵も

描く。「タカヤマノ」に続く文言に、「鳥」を指すコトバがあった

のか、あるいは、単に思いつきで戯れて描いたものか。

近年、歌を木簡に書くことについて、単に歌の練習書きではな

く、典礼に用いるなどの一定の目的、用途および形式（材の大き

さおよび字配り）があった可能性が提起されている。この木簡の

場合は、歌を書いたかどうかもはっきりしないが、万葉仮名で歌

を書くことを考える上で、さらにこのような木簡の例の収集が必

要になるだろう。
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端正端正端正端正なななな楷書楷書楷書楷書でででで記記記記したしたしたした筑後国筑後国筑後国筑後国のののの荷札荷札荷札荷札（ＳＤ三〇三五出土。宮―）
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霊
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升

長さ一七二㎜・幅二一㎜・厚さ四㎜〇三一型式

筑後国生葉郡（今の福岡県うきは市付近）から、霊亀三年分の贄

ちくごいくは

にえ

として貢進された「煮塩年魚」の荷札。霊亀三年は七一七年。塩

あゆ
を利用してアユを加工した類例としては「塩漬年魚」（京―）22175

や「年魚醢」（城―上)がある。
ししびしお129

活字のようにかっちりと整った楷書で書かれており、その趣は、

天皇へ贄を献上するという状況にもふさわしい。

行書風行書風行書風行書風のののの文字文字文字文字でででで記記記記したしたしたした藁藁藁藁のののの借用依頼借用依頼借用依頼借用依頼のののの手紙手紙手紙手紙のののの木簡木簡木簡木簡

34343434（ＳＤ五三〇〇出土。『平城京木簡』―、以下、京―と略す)
34517
34517

(表)
牒
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司
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矢
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日
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(裏)
暫
借
明
日
報
納
故
牒長さ二四五㎜・幅(三四)㎜・厚さ五㎜〇八一型式
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藁四十束を明日返すから暫く貸してほしいと伝える手紙の木

簡。天平八（七三六）年頃のもの。宛先は「東宅司所」（東
ひがしのたくつかさのところ

宅の家政機関）で、書き手は大友真君。相手に最も伝えたい「藁

かせいきかん
おおとものまきみ

矢束」をやや大きく書き、前後も空けて、きわだたせている。32323232

(一期展示）と同じく行書風の流れるような筆づかいで、このよ

うな書きぶりは、古代の木簡では珍しい。

大友真君は、「大友史生」ともみえる某官司の史生（下級書記

官）で（城―上）、藤原麻呂（藤原不比等の四男。当時、

3043
参議兵部卿）の家政機関と牒の書式で文書をやりとりしている。

さんぎひようぶきよう
ちょう

この木簡は、藤原麻呂宅が東宅と呼ばれた可能性を示し、麻呂邸

と推定される左京二条二坊五坪を含む東院南方遺跡の性格を考え

る上でも示唆に富む史料である。

参河国参河国参河国参河国からのからのからのからの贄贄贄贄のののの荷札荷札荷札荷札１１１１＊＊＊＊（ＳＫ八二〇出土。宮―）

39393939

1367

(表)

参
河
国
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
五
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

(裏)

参
河
国
播
豆
郡
篠
嶋
海
供
奉
五
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

長さ二五八㎜・幅三〇㎜・厚さ七㎜〇三二型式

参河国参河国参河国参河国からのからのからのからの贄贄贄贄のののの荷札荷札荷札荷札２２２２＊＊＊＊（ＳＫ八二〇出土。宮―）

40404040

1368
参
河
国
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
八
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

長さ二九七㎜・幅二五㎜・厚さ五㎜〇三一型式

は、参河国播豆郡の篠嶋（今の愛知県南知多町篠島）から、

みかわはずしのじま
39393939は同じく参河国播豆郡の析嶋から贄として届けられた「佐米

さくじまにえ
さめの

40404040楚割」（サメの干物）の荷札。これらの木簡は、海民集団の海部

すわやり

あま

が月単位で貢進する書式をとる。は五月分を、は八月分を貢
39393939
40404040

進したということである。おおむね篠嶋が奇数月、析嶋が偶数月

を担当した。第三の島として、比莫（日間賀）嶋が分担すること
ひまが

もあった。六斤は、約四キログラム。参河湾の播豆郡三島のこの

書式の贄の荷札には、原則として年紀は書かれない。
なお、は両面書かれ、一面が「篠島海部」、他面が「篠島海」

39393939となっている。書き落としに気付いて、反対面に書き直したのだ

ろうか。ただ、表裏の筆跡は異なっているようにも見え、別人か、

同一人でも時間差があるのかもしれない。

ところで、とは、ほぼ同じ文言でありながら、書いてある

3939393940404040
文字の形をそれぞれ見比べると、例えば、「国」「郡」「御」「贄」

の各文字の形はそれぞれ異なっている。特に、「御」字について

は、[彳]（ぎょうにんべん）の部分も大きく異なるし、全体とし

て画の省略のされ方も異なる。これらの文字は荷札などの木簡で

よく使われ、特に種類が豊富であるが、それでもその文字だと当

時の人には通じていたのだろう。また、「贄」字については、[幸]

(木簡では[亲])[丸][貝]という部分の配置が異なっている。

が現代のように、[貝]が下半分を全て占めているのに対して、

40404040は右下半分にあり、そのかわりに[亲]の部分が下までのび、

39393939左半分を占めている。各部品がそろっていれば、配置が異なって

いてもよかったらしい。
｢｢｢｢万呂万呂万呂万呂」」」」「「「「末呂末呂末呂末呂」」」」をををを合合合合わせわせわせわせ字風字風字風字風にににに記記記記したしたしたした木簡木簡木簡木簡

45454545

（ＳＤ四七五〇出土。京―）21944

受

ｏ
司
皮
作
一
人
米
二
升
半

古
万
呂
九
月
四
日
道
末
呂
ｏ

長さ二四七㎜・幅三二㎜・厚さ二㎜〇一一型式

｢皮作」（皮革製品の作製に携わる人か）に米を支給することを

記した木簡。「古万呂」はその米を受け取った人、「道末呂」は支

こまろ

みちまろ

給の担当者。男性名に広く使われたマロは、「麻呂」「万呂」「末呂」「萬侶」

などさまざまに表記される。厳密な使い分けはないが、しいてい

えば「麻呂」がフォーマル、「万呂」が日常用とみられる。そし

て「万呂」「末呂」の場合、決まりきった二文字目の｢呂」は、こ

の木簡のように簡略化したり、（一期展示）のように記号化し
43434343

たりすることが多い。時には全く書かないこともある。
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｢｢｢｢戸主戸主戸主戸主」」」」をををを合合合合わせわせわせわせ字風字風字風字風にににに記記記記しししし人名人名人名人名をををを書書書書いたいたいたいた木簡木簡木簡木簡

46464646

(ＳＤ四九五一出土。宮―)32885

〔
丁
ヵ
〕

年
卅
五
正



(表)
戸
主
壬
生
部
猪
手

右
手




〔
猪
ヵ
〕

(裏)
戸
主
生
壬
部

長さ一八二㎜・幅二七㎜・厚さ五㎜〇一一型式

｢戸主」壬生部猪手という人名や、彼の年齢などが書かれた木

こしゅみぶべのいて
簡。「正丁」は二一～六〇歳の男性のこと。

せいてい戸主とは古代の戸籍の単位である「戸」の筆頭者を意味するが、
こ

この木簡では「戸主」の「主」が「戸」の下に入り込み、ほとん

ど一文字のようになっている。しかしこれは、「雇」など別の字

と間違えた訳ではなく、またこの木簡だけの特徴でもない。「戸

主」は戸籍などで頻繁に使われる用語であったため、独特の書き

ひんぱん
方が発達したのであろう。戸主以外の戸の構成員を「戸口」と言ここう

うが、こちらでも同じ現象が認められる（一期展示参照）。44444444

ちなみに、裏面では「壬生部」が「生壬部」と転倒しているが、
、、

どちらもミブベと読む。また、この木簡の「壬」は「王」の字形

で書かれている。いずれも木簡にはごく一般的に見られる表記で

ある。｢｢｢｢まいるまいるまいるまいる」」」」のののの意味意味意味意味でででで「「「「参参参参」」」」をををを用用用用いたいたいたいた召喚状木簡召喚状木簡召喚状木簡召喚状木簡２２２２

51515151

(ＳＤ四一〇〇出土。宮―)68497
〔
召
ヵ
〕

〔
緩
ヵ
〕

(表)

式
部
省
召


今


急
向
参
莫


々


度
呰
万
呂

〔
尺
ヵ
〕

(裏)


月
九
日

長さ(三一〇)㎜・幅三四㎜・厚さ一二㎜〇一九（〇一五）型式 ｢｢｢｢みっつみっつみっつみっつ」」」」のののの意味意味意味意味でででで「「「「参参参参」」」」をををを用用用用いたいたいたいた若狭国若狭国若狭国若狭国のののの荷札荷札荷札荷札

52525252

(ＳＫ三一三九出土。宮―)22818

戸
主
粟
田
公
麻
呂
戸
口

若
狭
国
三
方
郡
能
登
郷

三
家
人


麻
呂
調

塩
参
斗

長さ二〇九㎜・幅四八㎜・厚さ六㎜〇三一型式

は、式部省が尺度呰万呂に省に急いで出頭するよう命じる呼

しきぶしようさかとのあざまろ
51515151び出し状（召文）の木簡。腐蝕が著しく詳細は明らかでないが、

めしぶみ
用件などの記載はなさそうである。尺度呰万呂がどのような人物

かも不明だが、勤務評定に関わって呼び出しを求められたのかも

知れない。式部省の勤務評定木簡と一緒に投棄されていたことから見る

と、呼び出された尺度呰万呂が式部省に出頭するに際して持参し

た可能性が高い。
なお、この木簡の側面上部には穿孔がある。側面の穿孔は、横
がこう

に並べて整理・保管する勤務評定木簡の特徴である（〇一五型式

と呼ぶ）。何度も削って再利用を重ねるうちに、孔が木簡の表面

に出そうになって使用に耐えなくなった勤務評定木簡を、召文に

再利用したのであろう。
は、若狭国三方郡能登郷（今の福井県若狭町付近）の戸主

わかさみかたのと
52525252粟田公麻呂の戸口である三家人・麻呂が調として納めた塩三斗の

あわたのきみまろ
みやけのひとまろ

荷札。三斗は今の一斗二升（約二二リットル）。三斗は調の塩の

基本的な貢進単位である。
荷札木簡の物品の数量は一般的には通常の漢数字で書くが、こ

の木簡の場合には、字画の多い「参」を用いている。これは改竄かいざん

を防ぐためにわざわざ複雑な字体の文字を用いるもので、壹、貳、いちに

參、肆、伍、陸、域、捌、玖、拾、佰、仟、萬などを使用する。

さんしごろくしちはちくじゆうひやくせんまん

これを大字と呼ぶ。だいじ「「「「檸檸檸檸」」」」とととと「「「「呻呻呻呻」」」」のののの使使使使いいいい分分分分けけけけ
ここで注目したいのは、それぞれの木簡にみえる「参」の文字
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の形である。「参」（「參」）という漢字には、日本語の「みっつ」

と「まいる」の二つの意味がある。八世紀にも「みっつ」の意味

の時は簡単な「三」を使うのが普通だったが、今でも領収書など

の数字にわざわざ難しい「参」を書くことがあるように、昔も特

別の場合には字画の多い「参」を使うことがよくあった（但し、

のように荷札でこれを用いるのは珍しい）。

52525252ところが、木簡や正倉院文書など、生の史料に書かれた「参」

の字形をよく観察すると、下半部を「燧」の字形で書くものは一

つもなく、あるのは「龝」と「三」の二種類。しかも、今では「み

っつ」と「まいる」のどちらの意味でも同じ「参」を用いるけれ

ど、万葉びとは意識して意味によって字形を使い分けていたらし

いことがわかってきた。（桑原祐子『正倉院文書の国語学的研究』

思文閣出版、二〇〇五年）
の「参」は下半を「龝」の字形、の「参」は下半を「三」

51515151

52525252

の字形で書いている。これは、の「参」が「まいる」の意味で
51515151

あるのに対し、は数字であることによる。
52525252

奈良時代の初めに少し例外があるだけで、特に七三〇年代以降、

この使い分けはほぼ完璧に守られている（その背景には大字を用

いる地方財政の決算報告書、正税帳の書式整備があるらしい）。

しようぜいちよう

こうなると、「檸」と「呻」は、字形の違いというよりも、互

いに意味の異なる別の文字の関係にあったとみた方がいいのかも

知れない。

ⅣⅣ ⅣⅣ
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
万
葉
歌

万
葉
歌

万
葉
歌

万
葉
歌
を
の
ぞ
く
と

を
の
ぞ
く
と

を
の
ぞ
く
と

を
の
ぞ
く
と

僧を戯り嗤ふ歌一首
ほふしなぶわら

法
師
ら
が

鬢
の
剃
り
杭

馬
繋
ぎ

ほふしひげそくひつな

い
た
く
な
引
き
そ

僧
は
泣
か
む

ほふし

法師等之鬢乃剃杭馬繋痛勿引曾僧半甘

法師の報ふる歌一首こた
檀
越
や

然
も
な
言
ひ
そ

だんをちしか

里
長
が

課
役
徴
ら
ば

汝
も
泣
か
む

さとをさくわやくはたいまし

檀越也然勿言五十戸長我課役徴者汝毛半甘
（巻一六ー三八四六・三八四七）

（
僧
を
か
ら
か
う
歌
。
お
坊
さ
ん
の
、
ひ
げ
の
剃
り
残
し
に
馬
を
つ
な
い

で
も
、
強
く
引
っ
張
っ
た
ら
い
け
な
い
よ
。
お
坊
さ
ん
が
泣
い
ち
ゃ
う
か

ら
。
僧
が
応
え
る
歌
。
旦
那
さ
ん
よ
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
な
。
里
長
が
税

の
取
り
立
て
に
き
た
ら
、
あ
な
た
だ
っ
て
泣
い
ち
ゃ
う
で
し
ょ
う
。
）

杭につないでも暴れる馬、なんだか張り切っている里長。木簡にも、

こうした人々の片鱗がみえることがある。

近江国近江国近江国近江国からからからから藤原京藤原京藤原京藤原京へのへのへのへの通行証通行証通行証通行証(ＳＤ一九〇〇出土。宮―)

60606060

21926

(表)

関
々
司
前
解
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
＝

〔
伎
ヵ
〕

＝
阿


勝
足
石
許
田
作
人

大
宅
女
右
二
人
左
京
小
治
町
大
初
上

(裏)
同
伊
刀
古
麻
呂

＝

送
行
乎
我
都

鹿
毛
牡
馬
歳
七

笠
阿
曽
弥
安
戸
人
右
二

＝

里
長
尾
治
都
留
伎

長さ六五六㎜・幅三六㎜・厚さ一〇㎜〇一一型式

近江国から藤原京に向かう際の過所（パスポート）木簡。下ッ
かしよ

道の西側溝出土。下ッ道は、大和盆地を南北に貫く主要道路の一

つ。平城京造営時の基準線となり、そのルートは朱雀大路に踏襲

された。平城宮跡出土の、平城宮造営以前の木簡である。

古代には、原則として本貫地（本籍地）から離れることが禁止

ほんがんち
されていた。そこで、合法的な移動には、過所が必要であった。

交通検察を行う関所や、臨時の検問時などには過所を呈示して移

動の正当性を示した。この木簡は、近江国からの路次、奈良山を
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越えて大和国内に入り、今後藤原京まで関所はなく、不要になっ

たため捨てられたと考えられる。
過所には移動理由、通過する関所、目的地、旅行者の情報（官

位姓名・年齢・本属・従人、百姓の場合は本貫地と姓名・年齢）、

同行する奴・婢の名、携行品、馬牛匹数と特徴、それに過所の発

行年月日、発行者の許可などを記すことになっていた。過所を申

請するときには、百姓は郡司に、官人は本司に辞・牒などの書類

を提出する。そこでの勘査を通過すると、さらに国司又は京職きようしき

に転送され、決裁を経て過所が発行される。大宝令では過所に
たいほうりよう

は｢便に随い竹木を用う」とされており、過所に木簡も利用した

ことが知られる（令集解公式令内印外印等事条所引古記）。

｢関々の司の前に解す」という表現は、七世紀代の木簡に多く

げ
みられる「御前に申す」という表現と共通する言い回しと考えら

れる。近江国蒲生郡阿伎（安吉）里は今の滋賀県竜王町付近。「田

おうみがもうあき
作人」は阿伎勝足石の許で田作に従事する人という意味。「左京

小治町」は、藤原京内の地名。平城京では数詞による条坊呼称に

統一されるが、藤原京では固有地名で呼ばれていたらしいことが

知られる。記載から考えると、里長である尾治都留伎が、この木簡の発行
おわりのつるぎ

者となる。筆跡は木簡全体で共通するとみられる。規定によれば、

過所は本来郡司・国司が発行すべきものである。この木簡で里長

が署名しているのは、里長作成の書類を郡司・国司に提出して認

可される、という事務処理を反映するか、何らかの事情で里長発

行の過所で通用したか、などの事情が考えられる。

いずれにせよ、やや力のこもった、それでいて闊達な文字をみ
かつたつ

ていると、大宝律令施行直後という新時代の幕開けに、「五十戸

長」から「里長」と役職名も代わり、はりきって書類作成にあた

る里長・尾治都留伎の意気込みが思い浮かぶようである。六五㎝

という大きさも、地方で権威を示すのに用いられる六〇㎝を越え

ており、力の入れようが分かる。ただ、木簡の大きさがダイレク

トに権威の大きさに結びつくのはいわば「田舎の流儀」であり、

いささか滑稽にも感じられる。

全国各地に、こういう張り切り里長さんがいたればこそ、万葉

歌では民衆に直接対峙する「税の取り立て屋」として里長が登場

するのであろう。

家
に
あ
り
し

櫃
に

巡巡 巡巡
刺
し

蔵
め
て
し

ひつかぎをさ

恋
の
奴
が

つ
か
み
か
か
り
て

やつこ
家尓有之櫃尓巡巡巡巡刺蔵而師恋乃奴之束見懸而（巻一六ー三八一六）

（
家
の
櫃
の
中
に
、
カ
ギ
を
掛
け
て
閉
じ
こ
め
た
は
ず
の
恋
っ
て
奴
が
、
抜

け
出
し
て
つ
か
み
か
か
っ
て
く
る
よ
。
）

穂積親王は酔いが回ると、いつもこの歌を歌ったという。家で「封

ほづみ印」したはずの恋心がうずくとは、口説き文句か言い訳か。

東門東門東門東門ののののキーホルダーキーホルダーキーホルダーキーホルダーのののの木簡木簡木簡木簡（ＳＤ五三〇〇出土。京―）

61616161

34988

(表)
ｏ
東

門
鎰

(裏)
ｏ
「

東
殿

門
鎰

」長さ一七五㎜・幅三四㎜・厚さ三㎜〇一一型式

キーホルダーの木簡。東門は左京

二条二坊五坪に推定される藤原麻呂

邸の東門か。鎰は鑰の俗字で、一般
やく

に、閂を外すためのくるるカギを
かんぬきいう。裏面の「殿門」は、一般的に

でんもん
は殿と呼ばれる建物を囲む施設の門

をいうが、この木簡の場合は、東門

の規模が大きいことをいうのかも知

れない。「鎰」字は、中国では存在

せず、朝鮮半島・日本でのみ知られ

る文字で、日韓の漢字文化の様相を
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示す文字とされている。
キーホルダー木簡は他にも出土例があり、奈良時代には広く利

用されていたと考えられる。平城宮内の宮城門や中枢施設のカギ

の保管は内裏で女官が行い、その出納は厳重な手続きを伴った。

それぞれの役所や貴族の邸宅などでも、キーホルダーを駆使して

カギの管理を行っていた。
｢｢｢｢建物名建物名建物名建物名＋＋＋＋鎰鎰鎰鎰」」」」をををを列記列記列記列記したしたしたした木簡木簡木簡木簡（ＳＤ五一〇〇出土。城―上）

62626262

2216

殿
東
殿
器
鎰

南
西
瓦
蓋
殿
鎰

北
檜
蓋
殿
鎰

南
細
殿
外
方
鎰

長さ七八㎜・幅六七㎜・厚さ七㎜〇一一型式

二条大路木簡。鎰は閂を開けるためのカギのこと。「建物＋

やくかんぬき
鎰」は各建物のカギを指す。カギの名を列記しているが、カギを

括り付ける孔も開けられていないため、キーホルダーとは考えに

くい。カギの整理・保管の作業に関わる木簡か、キーホルダー作

成の準備作業の木簡などの可能性が想定出来よう。

｢殿東殿器鎰」は、東器殿（東方の土器を収納する建物）のカ

ギ、「南西瓦蓋殿鎰」は南西方の瓦葺きの殿舎のカギ、「北檜蓋殿

鎰」は北方の檜皮葺きの殿舎のカギ、「南細殿外方鎰」は南方の細殿

ひわだぶ

ほそどの

の外側のカギのことであろう。多くの建物に関連するカギが存在

し、その多くのカギの管理が行われていた様子をうかがうことが

できよう。カギは万葉人にごくありふれた、そして扱いの厄介な物品であ

った。櫃櫃櫃櫃とととと籠籠籠籠のののの付札付札付札付札＊＊＊＊
(ＳＫ八二〇出土。宮―)

63636363

1477
折

櫃
八

合
輦
籠
二
口長さ(三三六)㎜・幅三五㎜・厚さ六㎜〇三一型式

折櫃八つと輦籠二つに付けられた付札。折櫃は檜の薄板を折り

おりひつこしこ
曲げて作った小箱で、『延喜式』主計上では京・畿内の調。

えんぎしき
輦籠は「輿籠」と同様か。輿籠は畿内諸国からの交易雑器とし

て貢進していた（『延喜式』民部下）。『日本国語大辞典』は語義

未詳とし、「輿と駕籠（かご）に使用できる乗物をいうか」とす

る。だが本木簡では、付札に折櫃と並記される。木簡の形状や、

ＳＫ八二〇の性格から考えて、本木簡は折櫃と輿籠をあわせて梱

包した荷物の付札と考えられる。したがって輿籠とは、より小型

の木製の道具とみるべきだろう。「口」という単位も、そうした

小型の容器にふさわしいか。
天皇・貴族の身の回りでは、様々な道具が活躍しており、「櫃」ひつ

もその一つだった。また、「櫃」という語は、現在の我々が想像

するよりも広い範囲の道具を指し示していた。

衣入衣入衣入衣入れのれのれのれの櫃櫃櫃櫃のののの付札付札付札付札＊＊＊＊
(ＳＫ八二〇出土。宮―)

64646464

1480

緑
縫

衣
入

櫃
一

合長さ一五二㎜・幅二一㎜・厚さ七㎜〇三二型式

衣入れの櫃の付札。縫衣は袖の下から両腋を縫い合わせた服

ひつ
りょうわき

のこと。緑色に染めた縫衣を入れた櫃の付札。櫃は、折櫃（参おりひつ63636363

照）のようなものから、衣服を入れるものまで幅広く、万葉人の

周囲で活躍していた。
穂積親王が「恋の奴」をしまい込んだのはどのような櫃だった

のだろうか。つかみかかってくる相手を押し込んで、カギを掛け

るぐらいだから、「折櫃」ではなさそうだ。やはり、この木簡の

ような衣装箱に類するものだったのだろうか。それとも、実は小

さな宝石箱のような櫃だったのだろうか。その場合、それぞれど

んなカギだったのか。いろいろと想像がふくらんでくる。
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木簡木簡木簡木簡をよむをよむをよむをよむ木簡木簡木簡木簡をよむをよむをよむをよむ過所木簡過所木簡過所木簡過所木簡からからからから平城京造営平城京造営平城京造営平城京造営をををを考考考考えてみるとえてみるとえてみるとえてみると
ポイントポイントポイントポイント３３３３真東西真東西真東西真東西にならぶにならぶにならぶにならぶポイントポイントポイントポイント群群群群

上記の富雄の添御県坐神社と、椚峠はほぼ真東西にならぶ。このライン

通常、「地下の正倉院展」での解説は、研究員の合議で内容を確認したを西に延長すると、生駒山中腹の宝山寺となる。古代道路は峠越えであれ

ほうざんじ

ものである。つまり、共同責任的なものとなっている。だが、今回その禁ば鞍部を、そうでなければ山の頂上などをランドマークとして計画される

を破って、ごく私的な見解を述べてみたいと思う。
傾向があり、般若屈などはランドマークとしてふさわしい。

今回展示する過所木簡（）は、研究史上非常に有名で、多くの問題やポイントポイントポイントポイント４４４４吉川真司氏吉川真司氏吉川真司氏吉川真司氏のののの研究成果研究成果研究成果研究成果

かしよ60606060
興味深い事実が含まれている。関所のあり方、文書の書き方の変化、地域吉川真司氏は、平城京―難波間の最短ルートとして『万葉集』に登場す

社会と京の関係、など枚挙にいとまがない。それぞれ重要な内容だが、今る「日下の直越道」を考察した。行基の事跡の追求を軸に考察を重ね、生

くさかただごえ
ぎようき

回注目したいのは、「なぜこの場所（＝朱雀門付近）で出土したのか」と駒山系を越える場所は現在の阪奈道路に近い、近世の古堤街道で、平城
ふるつつみ

いう問題である。

京から生駒山麓までは二条大路の延長であろう、とした。根拠として、行

結論を先に述べよう。この朱雀門付近の地は、平城京造営前から主要道基の「登美院」の比定、竹林寺の位置づけ、また二条大路延長上に道路痕

路の交差点という交通の要衝であった。そしておそらく、平城京造営計画跡が認められる、椚峠は標高が低く、古くからの交通路にふさわしいなど

の基準点ともなっていたのではないか、と思うのである。
の点をあげた。吉川氏の研究成果により、上記ポイント群の連続が単なる

偶然ではなく、二条大路の延長に伸びる交通路上の様相として、総合的に

ポイントポイントポイントポイント１１１１二二二二つのつのつのつの添御県坐神社添御県坐神社添御県坐神社添御県坐神社のののの場所場所場所場所

理解出来るようになった。

奈良県北部には、「添御県坐神社」という神社が二つ存在する。一社

そうのみあがたにいますじんじや

は歌姫に、一社は富雄に鎮座する。どちらも「添御県」という、後の添郡また、生駒谷は、須恵器を中心とする平城京への一大物資供給地であっ

うたひめとみお
となる地域の中心ではない。そこで、添御県の境界を守る神社だと考えらた。現在までに確認されている生駒谷の窯は、ほぼ現在の菜畑よりも北側、

れている。古代の地域境界は、今日の様に地図上に線的に示されるものでつまり吉川真司氏想定の「日下の直越道」沿線か、その上流域で確認され

はなく、交通路上の点で把握する。歌姫の神社は、下ッ道が大和から山背ている。重い荷物を運ぶことを考えると、この立地は交通路との関連性で

に抜ける国境に位置する、セオリー通りの場所にある。しかし、富雄の方理解出来る可能性があろう。

は富雄川では添から外に抜ける交通路とは見なしがたく、セオリーに反すさて、ポイント１～３は４の吉川氏の研究により総合的に理解できる様

る。もし、歌姫と同じルールがあるならば、富雄の添御県坐神社付近を通になったが、逆にポイント１～３からすると、吉川氏が見出したルートは、

過する、添御県中心から外へと向かう交通路が欲しい。
平城京造営を遡る、古いルートだったと考えられる。したがって、南北を

ポイントポイントポイントポイント２２２２矢田丘陵矢田丘陵矢田丘陵矢田丘陵のののの標高標高標高標高

結ぶ交通路＝下ッ道と、難波を結ぶ交通路＝日下道（仮称・後の二条大路

奈良から大阪へと抜けるルートとしては、近世の暗峠越え奈良街道のライン）との交点が朱雀門前の場所であった可能性が高い。佐紀盾列古

くらがりとうげ

さきたたなみ

が有名で、これを古代に遡らせる意見も多い。だが、このルートは矢田丘墳群を擁する有力地域である「ソフ＝添」と外部をつなぐ主要交通路の交

陵を越える際、かなり高い標高まで登らなければならない。椚峠と呼ば点が、朱雀門前の地で、その二大重要交通路が添から出る場所に神社が鎮

くぬぎとうげ

れる、少し北側のルートであれば、遙かに低い標高で矢田丘陵を越えるこ座した、というわけである。

とができる（現状切り通しのため、周辺の地形からの検討）。
過所木簡とともに出土した「大野里」木簡や「五十戸家」（五十戸は「サ
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ト」と読み、大宝令での里、後の郷に相当。）などの墨書土器から、平城

宮付近には平城京造営によって消滅した行政区画「添郡大野里」があり、

朱雀門付近にはその中心拠点である里家（里の役所）があったと考えられ

りけ

ている。大野里家の立地も交通の要衝にふさわしい。

また、過所木簡がこの場所で捨てられた理由も、より積極的に理解でき

る。奈良山の関所を越えて捨てたというよりも、主要交通路の交差点であ

る添郡大野里家＝朱雀門付近に至って捨てたと評価したほうが、交通路と

の関係からは理解しやすいと思う。
そして、こうした交通要衝であり、また添地域の重要地点であった場所

が、平城宮の正面入口になっているとすると、単なる偶然とは思えない。

平城宮・京の南北軸（＝東西方向）の基準線は下ッ道である。だが、東

西軸（＝南北方向）の基準がどこなのかは分かっていない。暗峠奈良街道

や興福寺・春日大社の位置から、三条大路を基準だと考える見解もある。

だが、そのラインが東西道路で最も重要な二条大路として利用されていな

い点や、三条大路は正確には春日山山頂を目指していない点などを考える

と、三条大路が基準ラインというのは若干の無理がある。

以上から、平城京造営の基準線は、下ッ道と仮称日下道であり、それぞ

れ朱雀大路と二条大路に踏襲された。だから、下ッ道と仮称日下道の交点

であった大野里家の場所が、朱雀大路と二条大路の交差点＝朱雀門前広場

となる。朱雀門前広場は、平城京の出来る前も出来てからも、重要な交差点だっ

た。朱雀門の場所が、平城京設計の「原点」だったのではないか、と考え

る次第である。では、なぜこれほどの発見をしっかりと論文にしないのか。それは、状

況証拠ばかりで、決定的な証拠が無く、議論を詰めることができていない

し、どうも今後も出来る見通しがないからなのだ。

というわけで、学問的には「詰まらない」話だが、多くの方には楽しん

でもらえるのではないか。そして、新しい耳より情報をいただけて、学問

的にも詰められればと願い、敢えて書き記してみた。（馬場基）
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【【 【【
木

簡
木

簡
木

簡
木

簡
がが がが
見見 見見

つ
か
っ
た

つ
か
っ
た

つ
か
っ
た

つ
か
っ
た

遺
構

遺
構

遺
構

遺
構

】】 】】（年は展示木簡の出土年で、その遺構の全ての
調査年を示すものではない）

ＳＤＳＤＳＤＳＤ四九五一四九五一四九五一四九五一（展示番号、、）
一九六七年

22221212121246464646

東院西辺の排水を集める溝で、小子門の西側で大垣をくぐって宮外へ出て、東

一坊大路の西側溝となる。幅一・三ｍ、深さ〇・九ｍ。二条大路北側で西から流

れてくる二条大路北側溝ＳＤ一二五〇を合わせ、さらに京内を南流する。京内の

道路側溝としては最も多くの木簡が出土しており、宮近辺だけでなく、七条でも

千点規模の木簡の出土が知られる。は、小子門内側の平城宮内部分から出

2222

土した。は、大垣を出てすぐの、小子門の南西側の地点で出土した。

1212121246464646
ＳＫＳＫＳＫＳＫ八二八二八二八二〇〇〇〇（展示番号、、、、、、）重要文化財

5555111111112929292939393939404040406363636364646464一九六三年

内裏の北東に位置する北外郭官衙西辺に掘られた方形のゴミ捨て穴。一辺約四

ｍ、深さ約二・三ｍ。天平一七（七四五）年の平城還都後のこの地域の再整備に

関わるゴミを投棄した土坑で、天平一九（七四七）年頃に埋められたとみられる。

平城宮跡で最初に千点規模の木簡群が見つかった遺構。平城宮跡内裏北外郭出土

木簡として、二〇〇七年に重要文化財に指定されている。

ＳＤＳＤＳＤＳＤ四七五四七五四七五四七五〇〇〇〇（展示番号、、）長屋王家木簡一九八八・八九年

101010102424242445454545

平城京左京三条二坊一・二・七・八坪で見つかった左大臣長屋王の邸宅のうち、

八坪東南隅に東面築地塀の内側に沿って掘られた南北溝状のゴミ捨て土坑。幅三

ｍ、深さ一ｍ。総延長は約二七・三ｍ。平城遷都からまもない時期の、貴族の家

政機関の資料という他に類例のない木簡が出土した。長屋王が式部卿を務めてい

た霊亀二（七一六）年後半の、邸内における米支給の伝票木簡を主体とする。

ＳＤＳＤＳＤＳＤ三二九七三二九七三二九七三二九七（展示番号）

一九六六年

18181818
平城宮跡東院西辺を流れる南北溝。二時期あり、新しい方は幅約一・二

ｍ、深さ約〇・四ｍで、部分的に玉石積みの護岸が残っていた。古い方は

これより幅が広い。
ＳＤＳＤＳＤＳＤ五五五五〇〇〇〇五五五五〇〇〇〇（展示番号）

一九六七年

19191919
平城宮小子門付近のＳＤ四九五一を門付近を迂回するために西に付け替

えた南北溝で、宮外に流れ出てから、東一坊大路西側溝となったＳＤ四九

五一に合流する。小子門付近では底に玉石を敷き、杭と側板で護岸してい

る。幅一・二ｍ、深さ〇・二ｍ。宮外に出てからは素掘りになり、幅一・

八ｍ、深さ〇・五ｍ。は小子門外側の東一坊大路西側溝と重複する部分

19191919
から出土した。

ＳＤＳＤＳＤＳＤ三三三三〇〇〇〇三五三五三五三五（展示番号、）

一九六五年

2525252533333333
造酒司の井戸の排水を流すために役所の西辺に位置をずらしながら何度か

掘られた南北溝の一つ。幅約〇・七ｍ、深さ約〇・二ｍ。南端は造酒司南限の築

地塀を暗渠で抜けて宮内道路の側溝に接続する、敷地内では奈良時代を通じて淀

み状に広がり、ゴミも投棄されて湿地状を呈していたとみられる。

ＳＤＳＤＳＤＳＤ五三五三五三五三〇〇〇〇〇〇〇〇（展示番号、）
二条大路木簡一九八九年

3434343461616161
平城京左京三条二坊八坪（光明皇后宮。旧長屋王邸）と二条二坊五坪（藤原麻

呂邸）の間の二条大路の南北両端に掘られた濠状の遺構のうち、藤原麻呂邸南門

前から東に二条大路北端に沿って延びる遺構。幅二ｍ、深さ一ｍ。総延長約五八

ｍ。西端の門前から、藤原麻呂の家政機関に関わる木簡が集中して見つかった。

ＳＤＳＤＳＤＳＤ四一四一四一四一〇〇〇〇〇〇〇〇（展示番号）

一九六六年

51515151
平城宮東南隅の南面大垣内側を東に流れる東西溝。幅最大六ｍ、最深一ｍ。東

面大垣内側の南北溝ＳＤ三四一〇に合流する。木簡は、式部省の勤務評定に関わ

る削屑が大半で、養老・神亀年間（七一七～七二九）から宝亀元（七七〇）年の

ものまでを含むが、養老・神亀年間のものは南面大垣を横断する南北溝ＳＤ一一

六四〇と一連の遺物とみられ、ＳＤ四一〇〇の木簡は基本的に宝亀元年頃に一括

して投棄されたとみられる。なお、宝亀年間（七七〇～七八一）頃に北側に移転

してきたとみられる神祇官関連木簡も、僅かに含まれる。

ＳＫＳＫＳＫＳＫ三一三九三一三九三一三九三一三九（展示番号）

一九六五年

52525252
東院西辺の南北に長いゴミ捨て穴。長さ一〇ｍ、幅二ｍ、深さ〇・一五

～〇・二四ｍ。天平宝字三（七五九）年と神護景雲四（七七〇）年の木簡

が出土している。
ＳＤＳＤＳＤＳＤ一九一九一九一九〇〇Ａ〇〇Ａ〇〇Ａ〇〇Ａ（展示番号）

一九六四年

60606060
平城宮朱雀門内側で検出した、宮造営以前の下ッ道西側溝。宮造営後は、

朱雀門から北に延びる幅約二三ｍの道路の西側溝ＳＤ一九〇〇Ｂとして再

利用される。幅約二・八～三・〇ｍ、深さ約〇･六～〇・八ｍ。は、朱60606060

雀門の北三五ｍの地点にある堰上流のくぼみ部分から出土した。

ＳＤＳＤＳＤＳＤ五一五一五一五一〇〇〇〇〇〇〇〇（展示番号）
二条大路木簡一九八八・八九年

62626262
平城京左京三条二坊八坪（光明皇后宮。旧長屋王邸）と二条二坊五坪（藤原麻

呂邸）の間の二条大路上の南北両端に掘られた濠状の遺構のうち、皇后宮の北門

から八坪北辺築地塀に沿って二条大路南端に掘られた遺構。幅二・六ｍ、深さ〇

・九ｍ。総延長約一二〇ｍ。
（奈良文化財研究所史料研究室）
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